
補助資料の工夫 

 学校名   長町小学校   氏名  中田 直子    

 小学校 ４・５・６年版   単元名  取り組もう！ボランティア活動  Ｐ 52～53   

               教科・領域名   総合的な学習の時間  時間 45 分 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１ 震災時の事をふり返る。 

  ・自分の体験をふり返る。 

  ・地域のお年寄りの話を聞く。 

 

２ 仙台市の震災時のボランティア活動について理解する。 

 

 

 

・副読本ｐ52紫色の部分を読む。 

 〈参加した人〉    被災した人，他県の人 

 〈参加した人の思い〉 人々の役に立てれば 

           土曜，日曜，休日 

           食料や寝る場所など全て準備 

 〈活動した内容〉   がれきの処理 

  ・ボランティアの活動例の表や写真を見る。 

 

３ ボランティアに参加した人の思いについて知り，ボ

ランティア活動を行う際どんなことに気を付けなけ

ればいけないか考える。  

  ・VTR１を視聴する。（学生ボランティアの体験談） 

 

 

・ワークシートに自分の考えを書く。 

 

４ 私たちにできるボランティア活動について考える。 

  ・震災時の事を振り返り，助けてもらったり，誰か

のお手伝いをしたりした体験を発表する。 

 

 

 

・ワークシートに自分の考えを書く。 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

・学習してよかったことや感想などをワークシートに書く。 

教師の思い 

ボランティア活動は特別な人が行うものではなく，

身近な人に対して自分にできることから始めること

の大切さを捉えさせ，実践意欲を喚起したい。 

指導のポイント 

①総合で福祉について学習した後で行った。 

②児童の体験をできるだけ取り入れた。 

事前にアンケートを行い，それをもとに発表させた。 

③補助資料の工夫を行った。 

 １．地域のお年寄りの体験談 

   震災の時に困ったことや近所の人に助けられ

たことなどについて，話してもらったことをま

とめて，教師が話して聞かせた。 

 ２．ボランティアの活動例の表と写真 

   児童にもできそうなものを特に取り上げた。 

 ３．高校生ボランティアの体験談 VTR 

   失敗談やそこから学んだこと，人の役に立つ喜

びなどについて話してもらった。 

④ワークシートの改善を行った。 

 学習活動４で自分にできるボランティア活動

について考える際，活動場所を指定して（避難

所・近所・地域）考えさせ，その活動をしたい

と思った理由も書かせた。 

 

◎仙台市の震災時のボランティア活動につい

て，副読本を読んで初めて知ったことや心に

残ったことを発表しましょう。 

◎ボランティア活動を行う時，どんなことに気を付

けなければいけないか考えてみましょう。 

◎同じような災害が起こった時，あなたはどん

なボランティア活動ができると思いますか。

考えてみましょう。 

児童の記述から 

避難所 小さい子に絵本の読み聞かせをする。 

    少しでも楽しい気持ちにさせたいから。 

近所 お年寄りの方に元気にあいさつし，困ってい

ることがあったら家に行って手伝う。 

   お年寄りの方は足が悪かったりして大変だ

から手伝ってあげたい。 

地域 みんなで集まって交流会をする。 

   災害でなくなってしまった笑顔を取り戻し

て，明るい地域に戻したいから。 


